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1) はじめに（招聘の概要） 

第２８回の小型魚類研究会が初めて国立循環器病研究センターで開催されるとい

う機会を得て、ゼブラフィッシュを用いた循環器生物学・病態解明研究に実績のあ

る海外研究者の招聘を目標としました。その結果、ゼブラフィッシュを用いた組織

再生研究のパイオニアとして知られ、国際再生生物学会長である Ken Poss 博士

(米 Duke 大学)、および心血管イメージングの大家である Stefan Schulte-Merker

博士(独 Wilhelms 大学)から来阪の承諾を得ることに成功しました。その後、残念

ながら開催直前で Poss 博士から COVID１９感染の報告があり、ご本人から海外

渡航を控えたいとの連絡がありました。そのため Poss 博士の招聘を断念し、バー

チャルによるご参加に切り替えました。Schulte-Merker 博士は予定通り来阪され、

研究会でご講演をいただきましたので、その内容について下記に報告いたします。 

 

2) 被招聘者の紹介 

Stefan Schulte-Merker 博士は 30 年以上にわたり時代の先端を行く顕微鏡技術と多

彩な分析技術を駆使し、ゼブラフィッシュを用いた循環器の発生研究を推進してきま

した。同博士はノーベル賞を受賞した遺伝学者 Christiane Nüsslein-Volhard 博士が

実施したゼブラフィッシュを用いた順遺伝学的スクリーニングに関わり、現在発生学

の教科書に記載されている脊椎動物のボディプランの解明に大きく貢献しています(1)。

Schulte-Merker 博士は卓越した遺伝学の知識と経験を生かし、ゼブラフィッシュにお

ける遺伝子改変技術やゼブラフィッシュの生体イメージングに必須な蛍光タンパク質

の発現による細胞標識法などを開発してきました。これらの技術は生体内における各



 

 

種シグナル伝達系や力の計測、およびヒト組織オルガノイドを用いた病態研究への応

用が期待されています。また、ゼブラフィッシュの順遺伝学的スクリーニングから循環

器系に異常を来たす変異体を多く同定し、その解析を通じてリンパ管系の発生機構お

よび循環器疾患の病態解明に貢献するとともに、最近では生体イメージングと数理モ

デルシュミレーションを融合し、発生現象の定量的な理解を目指す研究を進めていま

す。 

  

3) 会議または集会の概要 

本研究会は今回で２８回を迎える歴史ある研究会です。若手育成のため、一般口演とポ

スター発表は原則大学院生とポスドクに限定しています。また、使用言語は 10 年前よ

り英語と定めており、アジア・太平洋諸国から参加する研究者も増加しています。例年

１００−１５０名の参加者が集まる比較的小規模な学会であり、若手研究者も密な討論

に参加することができる教育の場として長く機能してきました。コロナ禍により過去 2

年間は完全オンラインによる開催となりましたが、若手を中心に会場参加を望む声は

強く、本年はハイブリッド開催を実施しました。幸い多くの現地参加者に恵まれ、また

その大勢から今回の対面式の研究会について非常に好意的な声をいただきました。コ

ロナについてはマスク着用の徹底、感染チェックリストと体温計測による水際対策、手

が触れる部分の除菌の徹底などの対策を講じました。幸いにして運営に参加した国立

循環器病研究センター職員の感染はなく、また現在のところ参加者からも感染の報告

はありません。 

 

4) 会議の研究テーマとその討論内容 

小型魚類研究会はゼブラフィッシュやメダカなどの小型魚類を用いて生命現象や病態

の解明に取り組む研究者を対象とする小規模学会です。また、本研究会はわが国の研究

者が作製した小型魚類系統を管理するナショナルバイオリソースプロジェクトの運営

体制を議論する場としても機能してきた歴史があります。近年の生体イメージングや

ゲノム編集の発展に伴い、初期胚の易操作性や透明性などの特性を持つ小型魚類は従

来の遺伝学や発生学に止まらず、神経行動解析、創薬開発、再生医学など、幅広い分野

で注目されています。現在、本研究会は理学系のみならず、医学、薬学、情報工学系な

どの研究者や企業の創薬研究者など、様々な背景を持つ研究者が集う分野横断的な学

会へと発展しており、本研究会においてもさまざまな分野の発表について積極的な討

論を行いました。 

 

5) 招聘した成果 

研究会開催 1 日目に現地参加者 115 名を数え、Schulte-Merker 博士が講演した 2 日目

には 120 名の参加者を数えました。ハイブリッド開催によるバーチャル参加者は 1 日



 

 

目・2 日目ともに４０名前後で推移しました。Schulte-Merker 博士の講演後には会場

から複薄の質問があり、セッション終了後も熱心な討論が継続しました。Schulte-

Merker 博士はポスター会場でも討論に参加し、多くの若手研究者が直接交流を持つ機

会に恵まれ、多くの参加者から今回のハイブリッド開催について感謝の言葉をかけて

いただくことが出来ました。また、招聘期間中には Schulte-Merker 博士に国立循環器

病研究センター研究所に来訪していただき、小型魚類飼育施設、イメージング施設につ

いてのご意見をいただくとともに、細胞生物学部、心臓再生制御部、分子生理部若手研

究者が直接データを示し、指導していただく機会を設けることができました。コロナ禍

以来現地参加がはじめてである参加者が多い中、第一線の海外研究者を招聘すること

ができ、多くの参加者が非常に満足することができる研究会を開催できたと考えてお

ります。 

 

6) その他 

中谷医工計測技術振興財団様の技術交流助成により素晴らしい研究会を開催できたこ

とについて心より感謝申し上げます。 


